
今後の課題（第Ⅴ章）の骨子について 

第Ⅴ章の趣旨 

・総合評価の役割は、研究者の科学的・専門的知見と、生物多様性の損失を止める具体的な施策

や行動とを橋渡しすること。 

・その役割に鑑みて、今回の総合評価における課題について言及する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２－３－２ 

 

目標設定 

（国・地方公共団

体など） 

 

観測 

（研究者、NGO、

国・地方公共団体） 

 

生物多様性 

総合評価 

（研究者） 

行動 

（国・地方公共団体、事業者、研究者、NGO、

国民などの多様な主体） 

わが国の生物多様性の損失の緩和・回復 

目標設定へのアウトプットにかかる課題 

 

○ポスト 2010年目標との関連づけ 

○空間的スケールを持つ各評価の重層化 

行動へのアウトプットにかかる課題 

 

○国民等への普及啓発 

○生物多様性に関する評価の地図化 

○生態系サービスの評価の実施 

○行動のための選択肢の提示 

観測体制からのインプットにかかる課題 

 

○生物多様性に関する観測の充実 

○データの公開性・利用の容易さの向上 

○要因や対策まで含めたデータの提示 

○生態系サービスや転換点についての知

見の充実 


